
取付される工事店様へお願い お客様へお願い

トラップの取付け

お手入れの方法

洗濯機用防水パンに部品組付け

図1

縦引/横引トラップ取扱施工説明書
この説明書は保守のため、お客様へ必ずお渡しください。

防水パンの穴部に⑧Ｕパッキンをはめて
⑦スリップパッキンを介して
⑥締付フランジと⑨トラップ本体を
締付工具で締付けてください。

⑥締付フランジに⑤ワンと
④泡防止パイプをセットし
③防臭パイプを⑥締付フランジに
手締めで軽くねじ込んでください。

②目皿を④泡防止パイプに取付け
⑥締付フランジにセットしてください。
（　図1　参照）

④泡防止パイプに①エルボを
十分差込んでください。

←①エルボ

←②目皿

←③防臭パイプ

←④泡防止パイプ

←⑤ワン

←⑥締付フランジ

←⑦スリップパッキン

←⑧Ｕパッキン

↑⑨トラップ本体
　　　［ヨコ］

●工事が完了するまで養生を確実に行ってください。（製品が破損し、漏水の原因となります。）
●排水管接続はVP50/VU50にて確実に施工してください。
　（排水管接続に不備があると漏水の原因となります。）
●トラップに同梱されているUパッキンは、防水パンに確実に取付けてください。（漏水の原因となります。）
●本品の施工完了後、安定を確かめてからご使用ください。

●火気などを近づけないでください。（変形の原因となります。）
●防水パンに締付フランジを組付ける際、ネジ部に潤滑剤を塗布しないでください。（製品の劣化の原因となります。）
●本品に強い衝撃を与えたり、無理な荷重を加えたりしないでください。
●塗料やシンナーなどを付着させないでください。

●エルボは泡防止パイプに奥まで確実に差込んでください。
　（差込みが不十分な場合、漏水の原因となります。）
●排水ホースはエルボの奥まで差込み、付属のホースバンドで確実に締付けてください。
　（差込みや締付けが不十分な場合、漏水の原因となります。）
●本品に異常がないか定期的に点検・清掃を行ってください。（漏水の原因となります。）
●洗濯機・洗剤の種類によっては、排水時に泡が逆流し、防水パンにあふれ出ることがあります。
　洗剤の使用量を調整することで抑制できますので、洗濯機や洗剤の説明書などに従い洗濯を行ってください。
●排水管からの異臭などを防止するために、ワンには常に水がある状態でご使用ください。

●洗濯排水・洗濯機からの万が一の漏水及びお手入れの際の排水以外のものは流さないでください。
　特に50℃以上の温水や有機溶剤・薬品などを流しますと変形・破損し、漏水の原因となります。
●締付フランジは絶対に緩めないでください。（漏水の原因となります。）
●本品に強い衝撃を与えたり、無理な荷重を加えたりしないでください。
●火気などを近づけないでください。（変形の原因となります。）

上の図の部品はトラップ本体より
取外すことができます。

手順❶　②目皿を取外して、ゴミづまりなどがないように
　　　　定期的に清掃をしてください。（　図1　参照）

【トラップ内も清掃する場合】
手順❷　①エルボを引き抜き、③防臭パイプを左に回すと
　　　　⑤ワンまで取外せますので、⑤ワンの内部に
　　　　ゴミづまりなどのないように定期的に清掃をしてください。
手順❸　清掃後は逆の手順で元通りに戻してください。
　　　　※防臭パイプは必ず手締めで軽くねじ込んでください。

※ 凸部分を持ってください。

取外す際は
持ち上げて引き抜いてください。

取付ける際は
凹みをパイプに合わせ
押込んでください。

⑥締付フランジは　絶対にゆるめないでください ！
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